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海外渡航誓約書 
 

 
私、             は、東京農工大学（以下「本学」という）の教育研究活動の一環として実施される学外教育研究活動等に参加す

るにあたり、以下の事項を承諾・厳守することを誓約します。 
 
 
（教育研究活動等の精励、法令遵守） 
１．渡航の趣旨を十分理解し、渡航先機関での教育研究活動等に精励

すること。また、渡航先国の法令及び渡航先機関の規則を遵守し、

本学学生として責任ある行動をとること。 
 
（保証人の了解） 
２．渡航に関わる費用を含め、学外教育研究活動等に参加することに

関し、事前に保証人（保護者・家族・親族等）の了解を得ること。 
 
（健康状態） 
３．渡航先での生活に適応できる健康状態であること。 
 
（保険への加入） 
４．学外教育研究活動等のため日本の住居を出発してから帰着するま

での期間（以下「渡航期間」という）を保険期間とする学研災付帯

海外留学保険（付帯海学）に必ず加入し、十分な補償が受けられる

手続きをすること。 
 
（事故・疾病） 
５．渡航期間中における事故・疾病等については自らの責任として対

処すること。ただし、本学の担当者に速やかに報告をすること。ま

た、渡航期間中、健康、安全には十分留意し、渡航期間中に疾病を

発症、怪我をした場合等には、前項の保険をもって補償を担保し、

本学にはその補償を請求しないこと。 
 
（アイラックサポートサービス） 
６．保険加入については、添付の「海外旅行保険およびアイラックサ

ポートサービス加入について補足資料」を熟読し、内容を理解して

いること。 
 
（安全・危機管理） 
７．渡航期間中は、連絡先及び滞在施設等を本学に明示し、連絡が取

れる体制を確保するよう努めること。渡航期間中はパスポート、海

外旅行保険証書等を常時携行すること。 
 
（外務省海外安全情報） 
８．外務省海外安全情報の発出のいかんに関わらず、渡航先の治安・

社会情勢等について確認すること。渡航先において危険情報が発出

されている場合、その旨了承していること。 
（車両の運転、移動手段） 

９．いかなる場合も車両（自転車を除く）の運転を行わないこと。 
 
（大学からの指示） 
１０．渡航先の国、地域において、災害又は治安の悪化（危険情報に

あってはレベル２以上の発出）等が生じた場合（安全に関して適切

な措置が取られると本学が判断した場合を除く）、又は留学中の修

学・生活状況を鑑み留学継続が困難と本学が判断した場合には、本

学の指示による渡航の中止、中断、変更があることを了承し、その

具体的指示に従うこと。 
 
（渡航の中止、中断、変更） 
１１．前項により、本学の指示による渡航の中止、中断、変更があっ

た場合、それによっていかなる損失、支障が生じた場合においても、

本学にその責任を追及しないこと。 
 
（情報の開示） 
１２．渡航者及び本学の安全管理、危機管理を目的として、渡航期間

中に発生した事故・事件及びそれに付随する全ての情報（個人情報

を含む）に関し、本学又は渡航先機関への開示を認めること。 
 
（参考） 

レベル１：十分注意し

てください。 
その国・地域への渡航、滞在に当たって危険を避けていた

だくため特別な注意が必要です。 

レベル２：不要不急の

渡航は止めてくださ

い。 

その国・地域への不要不急の渡航は止めてください。渡航

する場合には特別な注意を払うとともに、十分な安全対策

をとってください。 

レベル３：渡航は止め

てください。（渡航中

止勧告） 

その国・地域への渡航は、どのような目的であれ止めてく

ださい。（場合によっては、現地に滞在している日本人の

方々に対して退避の可能性や準備を促すメッセージを含む

ことがあります。） 

レベル４：退避してく

ださい。渡航は止めて

ください。（退避勧告） 

その国・地域に滞在している方は滞在地から、安全な国・

地域へ退避してください。この状況では、当然のことなが

ら、どのような目的であれ新たな渡航は止めてください。 

 

令和    年    月    日 

 

 

【連帯保証人欄】（上記学生が未成年の場合） 

上記の事項に同意いたします。 渡航先国名  

渡航先機関名  住所  

所属（本学）  学部・学府・研究科  学科・専攻 携帯・電話番号  

学籍番号  氏名（署名） 印 

学生氏名（署名） 印 学生との続柄  


